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政務活動費交付決定通知書 

竹富町議会政務活動費の交付に関する条例第６条の規定により、下記のとおり政 

務活動費の交付を決定したので通知します。 

記 

１ 交付決定額 金 1 90 , 0 00 円 























第 33 期島づくり人材育成大学参加報告書 

自己紹介シート提出８月１５日締め切り 

携帯で Discord 参加 

佐渡島事前オンライン研修８月２６日（火）・参加出来ず後日録画で確認 

第 33 期島づくり人材育成大学事前研修リモート・１５時～１７時 

個別課題・身の回りの自分の気になるや場所を１つ選んで絵で描き選んだ理由を書く。 

班別課題（会場研修事前調査） 

① 班長及びグループミーティングの日程 

② フィールドワークを行う地域を中心に佐渡に関しての共有し班別の課題・役割分担・情報収集 

③ 上記課題提出締め切り９月５日 

班別グループミーティング９月１０日（水） 

第 33 期島づくり人材育成大学。C グループオンラインミーティング（１９時～２０時） 

・提出した絵の説明（各自）・佐渡で調べたいことや気になること報告・班長まとめて報告。 

・空家利活用事業「空家地方創生株式会社」・離島留学・ドーナツ屋さん・古民家カフェ（馬川亭・しまかたり） 

・棚田じじい・海産物の加工場 

9 月 28 日 

黒島発（安栄観光）8 時 40 分⇒石垣 

石垣バスターミナル 10 時⇒石垣空港 

石垣空港ピーチ（11 時 35 分⇒成田 14 時 45 分）12 時 15 分に機体整備不良で欠航と決まる。 

変更便も満席。どうしても今日中に新潟入しないと明日からの大学に間に合わない。 

急遽直行満席、ANA 那覇乗り継ぎ羽田便をとる高額な出費（７７，０００円余り）痛い！！ 

石垣空港 13 時 5 分⇒那覇⇒羽田空港⇒羽田空港⇒モノレールにて浜松町⇒JR 山手線東京 

新幹線・東京 19 時 36 分とき⇒新潟 21 時 36 分⇒ホテル着 22 時近く着く。 

佐渡島現地研修 ９月２９日（月）～１０月３日（金） 

9 月 29 日 

新潟駅。17 番・佐渡汽船行きバス⇒新潟港 9 時 40 分発ジエットフォイル⇒佐渡両津港 10 時 50 分 

佐渡散策・町中に空家が目立つ、ローソンまで歩く近くにホームセンターやスーパー・大型薬局等あり見る 

時間が無くスーパーで買って昼食・路線バスで両津港に戻る 

13：30「あいぽーと佐渡」集合 

13：30～14：00 開講式・主催者挨拶 

佐渡市長挨拶・宮本常一から金山等佐渡全体の話。面白かった。 

C 班 コーディネーター）江龍田崇大  ・離島センター）清水裕貴 

飛島）諏訪志保 ・新島）河原誠 ・西の島）金子萌絵 ・福江島）岡本佳峰 ・黒島）宮良道子 

14：00～17：00・全体研修（ガイダンス・レクチャー） 

  ・比嘉夏子さんによる「島の日常の持つ魅力に気づき、発信する人材の育成」の講話 

  ・宮本常一氏の考えや佐渡島に関わった事やその今の佐渡。  

  



  ・フィールドワーク（両津地区）の仕方や見方など講話 

両津の町を散策し気になる風景や物を写メして歩く 

メモをする。 

戻りその中から１つ選んで Discord 写真ワーク用で報告３班で写真の説明 

 

 

 

３班・フィールドワーク 

 

3 班メンバー   担当・ 比嘉夏子・石川さん 

式根島）宮川純・沖島）杉浦健介・知夫里島）角脇庸介・福江島）竹村彩 

奄美大島）茂野彩花・渡嘉敷島）島當佳奈・黒島）宮良道子 

空店舗や空家が目立つ。空店舗を利用した佐渡芸術祭事務所に立ち寄る 

先代で終わりそうだった魚屋を嫁が再建し佐渡の海産物を使った干物屋で見学・話を聞く。 

会場に戻り Discord に選んだ写メを送る。 

チェキ写真にして班で見せ合い、写メの発表をする 

 

 

 

 

 

１７：００～ホテルへ移動チェックイン 

１８：００～２０：００夕食交流 Ryokan 浦島 

挨拶・渡辺佐渡市長 乾杯の音頭・宮良道子 

食事懇親・舞台佐渡のおんでこ 

※市長曰く宮古島市で前泊町長とお会いしている 

9 月 30 日 

８：００ホテル出発 

９：００～１１：２０①視察・体験（小木地区）・全員 

・小木たたこう館（佐渡太鼓体験交流館） 

 鼓動の米原さん（静岡出身・鼓動研修生２年後入団１１）年による 

講話と太鼓体験 佐渡島周囲２１０ｋ 

・鼓動の公演（日本・世界７５００回以上） 

万博開会式・世界陸上等  

団員で佐渡の人はいない。 

鼓動の変遷・宮本常一氏・1965 年田尻こうぞう・本間はるひこ先生・永六輔（ラジオ番組で佐渡に集まれ！） 

日本海大学を作る－資金活動に太鼓を使ってチンドン屋－ボストンマラソンに出場し完走後に太鼓を叩く 

⇒世界的に報道され話題となる⇒公演依頼 

おんでこ座で活動・永六輔の映画３本作りに関わり趣旨が違うなど内部分裂、耕す太鼓出て行く 

残り鼓動として活動としての活動は来年 40 年・おんでこ座から 55 年 

 

  

 

散策 

 

柱に佐渡おけさの
踊り方看板が続く 

私が提出した写メ 
空店舗のマネキンに
映り込んだ町並みが
面白いと思った。 

  

 

 

 

 

凄い料理 

 

 

 

 

干物屋さん 

佐渡芸術祭
事務所 

 

 

 

 

 



現在研修生 14 名～15 名（２年間の研修期間・携帯なし・早朝から夜１０時就寝まで活動） 

・鼓動団員 39 名（内女性１０名）。太鼓は保存会の伝統芸能で無く創作太鼓。自分達で創る。 

・オンデコは１２７集落にありそれぞれ手は違う。 

・太鼓体験 

・牛の皮は厚い、馬の皮は薄い 

・大太鼓の豚鼻ちゃんと山芋くんは柿崎のお寺に生えていた６００年のケヤキが雷に打たれ中が腐りそれを 

鼓動の皆でくり抜いて太鼓を作る。バチは檜で柔らかい。 

 

②佐渡国小木民俗博物館 

宮本常一氏が民具等の保存等の重要性を説き小木集落の人達が集めて守る。沢山集まり保存場所に困る。 

当初廃校となった学校を使うに当り、２～３室借りることで許可を取るがあっという間に全教室いっぱいとなり

博物館としての許可となる。（当初教室の貸しを渋っていた） 

中山間事業等の色々な国の事業で千石船の復元や倉庫・展示室等を作る。 

学校が博物館となりコミィニュティーの場所となる。 

住民が頑張れば上（国）は動かされる。 

・千石船の工夫。遠方への輸送をさせない為に積荷を沢山載せない様に船に床を張るよう命令 

⇒船の床板が取れるように細工し天井の梁も取れるようにし、船底から沢山の荷物を載せて運航 

・帆柱と石（こく）数。真ん中に立っている帆柱の左右の幅で石高が決まる。 

帆柱を少しずらし左右が狭い所に立てて 

石高を小さくしての税対策。行き帰り沢山の荷物を積むことで船は安定して走る事が出来る。 

博物館は昔の教室をそのまま利用していて、衣の教室や宗教の教室等いろいろな分類で 

分かれ収蔵も多い。 

  

12：00～12：45 昼食（しまうみ） 

島の素材を使ったおしゃれなメニュー 

13：20～16：00 視察・体験（相川地区） 

・一般社団法人金継の活動紹介・岩崎元吉士さん 

 北沢浮遊選鉱場跡に隣接し食事休憩が出来る施設を作る等の地域活性化の取組み 

相川車座発足・金継発足 

 空家リホーム一戸貸しのホテル 

（フロント受付して町内に点在して空家のホテル） 

  

・シャーク復活プロジェクト（小川集落） 

   廃船で放置されていた遊覧船シヤークを使ったホテル作り。 

海に放置され浮かんでいるシャークへの想い 

箱のホテルを作り上にシャークを 4 個に切断して乗せて接着 

１戸 4 人から 6 人宿泊 

二棟で約 6 千万円・来年３月開館・1 日 5 万円での貸し出し予定 

 

・シーカヤック体験（達者海岸・Show by Jaws） 

  ３班で行動 

 
日本の離島大きさ順位ポスター。
黒島は真ん中位にあった。 

  

ぶたばな 
ちゃん やまいもくん 

 

 

 

 

 

 

 

 

北沢浮遊選鉱場跡 

 

 

 
 



 陸上での櫂の使い方・シーカヤックでの櫂の使い方練習・港内練習 

・岩のトンネルを回って港外へ戻る実習。 

 櫂の搔き方や方向変換など前任やカヤックの状況を見て判断し 

対処出来るようになった。 

 

〈ホテルに戻り休憩〉 

１８：００～２０：００「離島間交流会！佐渡再発見ワークショップ」 

馬川亭（佐渡 IU ターンインフォメーションセンター） 

ものづくりの拠点。制作活動や価値の創出の拠点だけでなくモノを通して 

「今の佐渡島の文化」を発信実店舗やオンラインショップでの販売や、 

つくり手との交流を指示し佐渡島の文化を纏（まと）った作品や商品を通し 

生活に溶け込んだ佐渡島の文化継承。 

古さを活かしあえて近代的なリホームはしていない。昔を楽しむ居心地良い 

・立食パーティー（座る） 

椅子がバラバラ・ソファーや喫茶店の椅子やベンチ・簡易椅子・学校椅子等色んな椅子。好きな椅子に座る 

島の食材で作ったバイキング料理（ソフトドリンクのみ）環境にも考慮。 

・ワークショップ 

色別の班に分かれて語る。地域の人も参加。 

 簡単な自己紹介・佐渡島とは！ 

昔話読み聞かせ・三年寝太郎「佐渡島バージョン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０：００～２２：００ 希望者のみ同所で交流二次会・アルコールあり（参加する） 

  地域の人も沢山参加 

１０月１日（水） 

９：００～１１：００ 

 

A・U-SHOP 
B・しまカタリ 
C・U-KITCHEN 飲食店 
D・U-KITCHEN 惣菜製造業 
E・サザンカ図書館 
F・U-LOUNGE 
G・U-GALLERY（準備中） 
H・ろうかギャラリー 
I・佐渡 UI ターンインフメーション 
J・アトリエソヨソヨ 
K・もくもくすもーく 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全体研修グループワーク① ＠金井コミュニティセンター 

班別課題 

① 内容について改めて共有し気づいて事や疑問点などを話し合う。 

・生活・島留学・空家・観光（食事等の見せ方）・棚田 

グループワーク② 

１，現地で見たいこと知りたいこと 

訪問先毎に書き出す。 

２，コーディネーターの方や現地の方に質問してみたいこと、全員で議論したら自分の班の Discord のチャンネ

ルに書く。 

佐渡の人の不便に思っていること 

１１：００～２０：００ 

班別フィールドワーク松ヶ崎地区 

（ジャンボタクシーで移動・1 日チャーター）  

予定に無い佐渡島海洋深層水の販売所を発見！話を聞く。 

多田海岸から３６６３ｍの沖合までパイプを引いてそこから３３２m 落として深い海の水を取る。 

               総取水量:１，２００㎡/日 

 

             水産利用・７００㎡/日              非水産利用・５００㎡/日 

 

クロアワビ 

種苗生産 

４８０㎡/日 

１０万個/年 

佐渡海域放流 

蓄養・養殖利用 

１６０/日 

ホッコクアカエビ 

ズワイガニ・バイ 

鮮度保持・衛生利用 

１１㎡/日 

海水氷による鮮度

保持 

衛生管理水利用 

試験・研究利用 

４９㎡／日 

珪藻培養研究 

冷水魚研究 

多目的利用 

５００㎡/日 

食品・農業・健康分

野利用 

大学・公設研究機関 

 

原水・逆浸透膜方式で、脱塩水・濃縮水・電気透折方式で高ミネラル水・高塩水の５種類が作られている。 

名称 原水 脱塩水 濃縮水 高ミネラル水 高塩水 

症状 取水した海洋深

層水を砂ろ過し 

紫外線滅菌した

物 

逆浸透膜方式 電気透折方式 

塩分、ミネラル成

分を殆ど除去し

淡水化した 

塩分、ミネラル

水成分が濃縮さ

れた 

塩分（Naci）のみ

を選択的に除きミ

ネラル分を残した 

塩分のみが濃縮

された 

塩分濃度％ ３，１％ ０，０１％ ５，０％ ０，５０％ ８，０％ 

硬度 mg/l ６，２００ ２，０ ８，７００ ５，９００ ７，１００ 

利用例 魚介類の蓄養・養

殖・海藻類の成長

促進・海水魚の飼

育水・食塩含有食

品（食パン・和菓

子等）浅漬け・水

産加工品など 

調理用水（炊飯・

煮物・お茶等）ラ

ーメン・うどん・

そば等の製麺・日

本酒・焼酎・ビー

ル・精製飲料水の

製造など 

製塩・塩干し物・

漬物・醗酵食品

（醤油・味噌等）

豆腐 

農業利用（イチゴ・

タマト・キャベツ

等）園芸用肥料の

製造・化粧品・お

風呂への利用など 

製塩・一夜漬け

（漬物）梅酢け・

塩辛・種麹の塩

水選など 

 

 

 

 

   

 



他、販売・アイスクリーム・アイス最中３２０円・豆腐 

松ヶ崎の菊池さんはこの水を使って塩を作っています。 

深層水販売が面白い、色々な仕事が生まれている！ 

松ヶ崎地区 ガイド・菊池高根さん（凄いキーパーソン） 

獅子舞―若衆の責任で誰でも入れる。 

祭りで内地からのサポーターの協力が必要。 

松ヶ崎ヒストリーパーク・キャンプ場  

（トイレ・シャワー・炊飯場設置） 

サポーターが泊って協力。キャンプ場無料。 

町並みで松ヶ崎の家々を茶色に統一。 

屋号看板作り、菊池さんを中心として勝手に看板を作って設置。家々に眠る民具等を玄関左記に展示し屋号の 

由来や民具の説明を掲示           新しい観光作り取組み 

町並みの至る所に丸太で作ったベンチが設置され歩いての休憩所となる。 

1 戸目の空家はリノベーションして一戸菓子の宿泊施設に中は昔から使用 

されていた家具や民具なども展示され小さい博物館の感じもあった。 

建具や形等は変えないで居心地良い空間となっていた。土間がありそこからの 

動線がとても良かった。２戸目の空家は展示品は無いが古民家の風情があり良かった。 

お店を作る。生ビールが飲みたいと１９人が集まり出資してお店晴ればい処を作る。その出資金の返済は無いこ

と約束で。松ヶ崎は食堂が無く、道路沿いにお店が出来た事でキャンプの人や偶然通りかかった人達が食事を取

ったりと寄る様になった。お店「晴ればい処松崎」のベランダは国有地で抗議されたら撤去できる状態で建設し

たが、国から１万２千円で買って欲しいとあり購入（国も小さい土地で管理等が大変で 

売り払いたかったのだと、売った事で固定資産税が入るのでかえって一石二丁） 

離島留学受け入れで菊池さんが空家と移住者の間をつなぎ住居の確保。 

お試し住宅として空家をリノベーションし滞在。２カ年・光熱費・Wi-Fi 古込みで月２万円。 

当初１年であったが松ヶ崎の祭りを経験しないでの退出となることから２カ年と変更。 

松ヶ崎地区の方々との交流の機会等の体験を重視しての変更させた。 

キーパーソンの菊池さんの事細かなことで観光としての新しくも古き厨子二階造りの町屋様式の松ヶ崎の町並

みで人口減少を止める活動と楽しみながら暮らすスタンスや地域に菊池さんの様な方が一人居ることが大切で、

回りの人達の心に火をつけ巻き込んでいくスタンスに感動。C 班 5 名も火をつけられ心が感動と高揚。 

観光名所として日蓮が休憩に座ったと言われる石と街道。おけやき・松崎神社・旧青木長三郎邸・旧木島豊治邸

洋館・御番所跡・鴻ノ瀬鼻灯台・縄文式土器遺跡・塩工場 

 

 

 

 

 

岩首地区・棚田 

棚田じじい こと 

大石 惣一郎さん（キーパーソン） 

なぜ棚田が出来たか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   
  

 

 

 

   

 

サザエ 2 個も入ってい
て・エビや果物等沢山
のお弁当。 
深層水の豆腐が美味
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行政には頼
らない！ 



・金山の抗夫が約 5 万人いて平野の米だけでは米が足りず山を切り開いて棚田を作った。 

・現在の棚田の管理者数 37 名（昔・ 名） 

・平野の田んぼは機械化され沢山の米が取れるが棚田の管理は大変だが美味しい米が出来る。 

 山からの水は涸れることが無く棚田は干魃でも大丈夫。 

・立て看などで一般から支援してもらっている。 

・大学生が活動支援 

・500 年の棚田を守る。棚田じじい曰く「棚田の歴史からしたらほんの米粒位を守っているだけ」 

・ふるさと納税返礼品として納税者の稲刈り体験と米 2Kｇの返礼品 

１０月２日（木） 

８：００～１２：００ 

班別フィールドワーク（ジャンボタクシー等による移動） 

・紅葉山見学 

・松ヶ崎小中学校・離島留学について 

「子どもの元気は地域の元気プロジェクト」 

設立のきっかけ  

子育てをする中でこのままだと数年後には小学校・中高学年が 0 人中学校が 0 人（休校）になる。 

このプロジェクトとは、2018 年 2 月上之山代表・山崎副代表が発起人となり発足 

松ヶ崎小中学校と多田保育園の保護者からなる任意団体 

事務局として石井地域おこし協力隊と裏方として上之山・山崎の 3 人。 

立ち上げ期（2018～2019 年） 

・新潟県の「大学生の力を活かした集落活性化事業」に手を挙げる。⇒離島留学の提案があった 

・子育て世代・地域・行政と意見交換「学校を残したいか、合併などの方向が良いか」特任校制度や離島留学の

可能性の是非・意見交換・アンケート実施 

・アクション・特任校制度―教育長へ嘆願書を提出 

・学校説明会の実施・モニターツアー（2019 年 8 月）・学校見学会（11 月～12 月）・親子体験会（2020 年 8 月） 

 2021 年 10 月第 1 期留学生の募集開始 

年度 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 

地区・人数 

親子（組） 

東京 1 組 

移住で（0 期） 

愛知 1 組 埼玉 2 組 東京 1 組 福島 1 組 神奈川 1 組 

学区外 1 組 群馬 1 組 埼玉 1 組 県外 1組転入 区外通学 1組 

 区外通学 1組 栃木 1 組 区外通学 1組   

  区外県外 2組    

・1 年ごとに意向調査し島留学を継続するか確認 

 令和 7 年度児童生徒数 

学年 留学生 学区外通学 地元生 中学生 留学生 学区外通学 地元生 

小 1 女 2  男 1・女 1 1 年 男 1 女 1  

小 2   男 1・女 1 2 年   男 1 

小 3 女 1  男 3・女 1 3 年 男 1・女 3 男 1・女 1 男 1 

小 4 男 3 女 1 男 1・女 2 地元幼児数 

小 5 男 2   幼児 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

小 6  男 2  人数 0 1 3 2 0 5 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒の活動が留学生
家族等に分かるように、廊
下に活動内容を掲示 



今後に向けての課題 

・学校・島留学家庭・地元家族・地域など皆のイメージする学校像の共有 

・佐渡の「離島留学」のイメージや認知度の向上、事務局体制の維持 

 現在代表・副代表と協力隊の 3 名で受け入れ等しているが、代表等は仕事を持っていてほぼ地域おこし協力隊

の石井さんが行っている。今年度卒業で今後地域おこし協力隊員の採用が無い状態で危惧している。 

 地域おこし協力隊は離島留学の窓口から全て行い仕事の量や責任が重い。協力隊ありきでやる団体は良くない 

 ⇒行政とどのように役割分担していけるか。（地域おこし協力隊の口に出して言えない苦労を感じた。） 

⇒窓口は教育委員会に作るべきと提案。竹富町の窓口は教育委員会でつばさ寮の協力隊の仕事内容を伝える。 

佐渡島教育委員会は、統廃合を望んでいるので離島留学へは協力的では無いとの事⇒任意団体主導である 

・住まいの整備が大きな鍵 

 希望者が多く住居が間に合わない等で断っているとの事 

 校区が 3 カ所あり住みやすい松ヶ崎を希望する離島留学家族が多く、他の地区からどうなのか？との声がある 

・園児の減少（出生者減・危機感） 

・持続可能な暮らしの実現（地域将来像をみんなでどう見据えていくか） 

・離島留学は保護者と一緒の留学で、主にお母さんと子どもが移住している。お父さんは仕事をして生活費を 

送るのでお母さんはフルで仕事をしなくてよい。留学でのママさん達は良い。 

都会からは珍しい事や特別の事をやっていると期待されるが、あくまでも公立の学校。 

 留学生はやんちゃな子もいて子ども同士で上下関係等のトラブルも多少ある。カウンセラーは居ず、協力隊が 

見守るだけで中には入らない。聞くことはある。自分達で解決。親の相談等も協力隊が対応。 

 地元の子ども達にとって本来の暮らしでは無い。 

 小さい頃から一緒で安心して暮らしていたが外から来る子に対し規模も大きい学校や色んな経験をした 

子ども達とで、地元の子ども達は変化で不安定・ストレスを感じている。 

留学家族は学校への期待が大きく言う場があるが、地元の人はそんなに思っていない。 

 離島留学では 1 世帯・月 1 万円の補助金がある（移住交流課） 

 

・滝見学・佐渡深層水にて深層水の塩もなかアイスを食べる。 

 

昼食弁当   ＠トキ交流会館 

 

13 時まで一人周囲散策！ 

 温泉を発見。市民が利用する温泉で中を見せてもらう。所長さんが話をしてくれる。 

 現在家族風呂を建設中で見せてくれる。補助の必要なお年寄りが風呂に入ることに元気になる手助け。 

家族のサポートで温泉に入れる家族風呂建設。 

 またトキの見られる時間の看板を教えてくれた。 

 

 

１３：００～１６：４５ 

全体研修③   ＠トキ交流会館 

ZIN を作る 

ZIN（ジン）とは？マガジンのジンで 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

所長の 
渡邊さん 

家族風呂 

トキが見られ
る時間看板  

米粒が入って食
感面白いアイス 

新穂潟上温泉 

ゆったりく
つろぐ人々 

ZIN 作業風景 

学校のトイレが
まだ和式。竹富
町は進んでいる 



個人または少人数や有志が非営利で発行する出版物。 

地域の魅力を発信。私の好きな物・気になる・面白い等 

１６：４５～２０：００  夕食（バーベキュー）トキ交流会館 

   宿舎へ移動（大型バス） 

二次会で交流 

        テルロード 

１０月３日（金） 

     各自宿舎で朝食、チェックアウト 

７：３０  宿舎前集合・研修会場へ移動（小型バス） 

８：３０～１１：３０全体研修④（最終発表） ＠ドンデン 

高原ロッジ自然リゾート ドンデン高原自然リゾートの再建と経営の効果の講話 

・前の指定管理者は一人お年寄りに管理させていた。殆ど佐渡島の人も来ないし知らない場所。 

観光客も来ない。経営不振で指定管理を辞める。 

 数年前何とかしたいと県外にいる佐渡出身のサンフロンティア不動産社長が指定管理を受けて取り組む。 

 営業は 4 月～10 月 

4・5 月は花の時期で観光客が来るがその他が無いので年間の集客の取組み 

6 月インスタ映えする青いカレーを考案。珍しいと地元の方々も食べに来る。ドンデン山を知るようになる。 

7 月星座・雲海で夏場の集客。バーベキュー佐渡島の人達が家族連れで来る。宿泊施設もある。 

今後 10 月の集客計画を考える。 

佐渡島は大きい猪や猿等の動物が居ないので花や作物や果物の被害が無い。島で一番大きいのは狸。 

ドンデン山に来る途中の道路に沢山の栗やクルミの実が沢山落ちていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１：３０～１２：００ 解散式（総評・集合写真） 

 

 

 

 

１２：００１２：４０ 昼食（青いカレー・ケーキ・コーヒー） ＠ドンデン高原ロッジ自然リゾート 

            

両津港へ移動 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

佐渡市役所課長他 
職員の皆さんと 

 

 

 

C 班の ZIN 

5 班の ZIN 

 

 

青いカレーと 
ケーキ 

 

 

とっても 
美味しい！ 
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１３：３０「両津港」解散 

講師・比嘉夏子  合同会社メッシュワーク共同創業者 

スタッフ  

（公財）日本離島センター職員 

   森田朋有  調査課長兼広報課長   佐伯直樹  調査係長 

   奥村暁生  総務係長        石川新   公報係 

   大川葉月  調査係         清水裕貴  総務係 

佐渡島現地コーディネーター 

   熊野礼美/棚村麗乃/江龍田崇大/岩崎元吉士/岩塚浩之 

総 括 

・佐渡島で活動されている方は宮本常一氏の志を継いで佐渡で活動されている 

方もいるが、菊池さんは宮本常一氏の事は全く知らず同じような志で活動 

されているのが驚きだった。例えばその精神は両親の中にありそれにより 

間接的に精神を受け継いだのか、それとも全く関係無かったのかも知れない。 

これから言えることは何時の時代にその様な人が一人居ることで島や地域は守られ繋がって行くのでは無いか

と思った。声を上げることによって地域の人を巻き込み地域の活性化を考え行動するキーパーソン。 

大学生や支援者と共に守り育てる棚田に関わるキーパーソンの心の炎。お二方の心の炎に 2～3 時間の共の行動

が 1 日に感じたられた程、考え・工夫・学び・気づき・面白さ・大切な物・発見などで興奮のフィールドワーク

でした。今でもこの興奮はくすぶっています。 

また、2 日目に出会った鼓動の米原さん・金継の岩崎さん・シャークプロジェクトの渡邊さん等、佐渡移住者の

方々がその精神や志を受け継いでいるのでは無いかと感じた。 

・佐渡海洋深層水は色々な濃度の深層水を販売していて面白いと思った。普通なら事業として塩を作るか海洋深

層水のペットボトル販売等で完結するのだが、深層水の色々な水の販売は多種による事業の可能性が今後期待さ

れるが経営不振で今後の動向が心配される。販売価格が安すぎるので価格を上げての立て直しを期待する。 

・佐渡島は米や桃・ブドウ・柿・梨など沢山の果物が出来、海産物も豊富で牡蠣養殖も盛んで、地産地消の島。 

 島内で完結している島 

文化財や遺跡と歴史もあるのに毎年一千人規模で人口減少があるという。観光整備や産業の後継者育成が重要 

であると感じたが、今回の育成大学で出会った方々は、若く盛り上げている人々が多く、人口減少を止めるのに

この人達に期待したいと思う。 

パレットに関して聞くと、船会社が一社と言うこともあるのかパレット問題は無い。 

育成大学で出会った他の島の人達の会話 

飛島・山形県のただ 1 つの離島。周囲 10ｋ・人口 130 人・70％高齢化・小中学校休校。 

診療所はあるが医師不在。売店と飲食店は 1 軒づつ。定期船は 1 日 1 便船で 75 分・一週間や 10 日の 

欠航はよくある。（鳩間島より凄いところがある） 

主な産業は漁業・サザエは沢山採れる。行事が難しい、集も海がしけて船が出せないと集まりに来るが 

そうで無い日が多い。殆どお年寄りで、観光客は魚釣りに来る人が主でこれからの観光や活性化をどうす

れば良いかヒントを探していたが山形県は飛島の事を考えて居ないと言う。当選しなくても良いから議員

選挙に立候補して、飛島の事なども訴えるよう話す。絶対有権者数からして当選枠ではない飛島から立候

 



補しただけで注目され関心が持たれるそれを利用する。上手く当選すれば一番良い。と話すと「なるほど」

と選挙も考えてみると言っていた。 

 

沖島・琵琶湖の中にある淡水湖にある島。人口 214 人・高齢化率 70％。島には自動車が無く徒歩か自転車。 

   船は片道 10 分、市内までは車で約 20 分。船便は一日 12 往復・朝 7 時から夜 9 時まで朝と夕方は便が 

多く通学や通勤で利用。主は漁業だが高齢化と漁獲も落ちている。観光 100％の島にしたくない。 

高齢化や新たな担い手不足により島民の主要な足である船舶はこれまでの様に島民だけでの維持管理は

難しい。通船事業の法人化を目指したい。（女性の船長さん） 

現在の船が対応年数を過ぎ老朽化問題。（男性の船長見習いさん） 

壱岐の島・隠岐の島には「解放区」という場所があり 300 円の入場料を払えばサザエを誰でも捕れる。 

奄美大島 ・政務調査で昨年訪問した際に、県道どこを通っても草刈りされていてとても綺麗でした。 

それで奄美大島の人に聞いたら草刈りする人を雇ってやっていて毎日草刈りしているそうで予算も

大きいようです。 

中通島 ・テレビでの情報で壱岐島海士町が留学で成功した話を聞いていると、１年その留学に携わったと言う

岸川さんと色々話をする。現在の島が抱える問題・意識・島作り、悶々と悩み活路を探していた。 

結果議員しかないと議員をやるよう進める。岸川さんもそれしか無いと３年後の実家のある上五島町

選挙を見据えて頑張る旨話す。 

※飲みニューケーションでもう 1 人佐渡の江龍田さんも議員になり、主張して行くしか無いと話していた。 

 あくまでも飲みニューケーションでの話だが、他の離島で 3 名の議員が生まれたら素晴らしい事だ！ 

※離島留学では C 班で関心を持っていたので Didiscod の C 班の部屋に鳩間島つばさ寮の資料を添付し共有する 

 

両津港 14 時 38 分⇒新潟港着・バス⇒新潟駅・ホテル宿泊 

10 月 4 日（土）新潟駅・新幹線 8 時 36 分⇒東京⇒成田空港 13 時 5 分ピーチ⇒石垣空港 16 時 45 分着 

石垣泊まり 

10 月 5 日石垣港 8 時 30 分⇒黒島着 終 了！ 

 

事後 オンライン研修 （２回開催）                                

１１月・翌年２月 

島に戻ってからの受講者の様子や確認・財団の人材育成助成事業の募集開始の情報提供、 

講師や事務局によるフォローアップを予定 
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6月 21日に万博フランスパピリオンにおいて竹富町観光協会のセミナーと商談が行われることもあり万博に行ってきました。フ
ランスパピリオンの最高責任者ジャック・メール氏の挨拶で 20年前に西表島に来て西表島に恋してしまい、今回万博で竹富町が
依頼を快く受けて頂き感謝していました。パピリオンに竹富町から西表山猫の銅像が贈られ展示。フランスからは西表山猫のロゴ
マークがお礼として贈られた。そしてパピリオンではセミナーや商談が行われ多くの皆さんが出席され竹富町の皆さんもとっても
頑張っていました。これを機に新しい商談が生まれる事を期待します。 
さて今年干魃が心配される暑さの日々ですが皆さんご健勝の事と存じます。参議院選挙も告示され来年 3月は町長選挙その次は

8月の竹富町議員選挙です。黒島の整備や発展を考える上で必ず黒島から一人議員を出さなければいけません。有権者の少ない黒
島は全員が投票しても当選するかしないかです。「色ぴしき！肝ぴしき」の精神で住民が 1つになる時です。次回私は立候補しま
せん、島の将来を考えている後輩の皆さんに立候補して頂きたいと思います。つきましては今議会便りと一緒に用紙を配布しま
す。自薦他薦は問いませんので立候補したい方・または推薦したい方の名前を挙げて頂き来年の選挙に向けて皆で取り組んでいき
たいと思います。皆さんのご協力を宜しくお願いいたします。 

〒みっちゃんポスト 1件 

道路に散乱する牛糞や逃
げ牛も多く困っている。
特に道の牛糞は一般や観
光客に不快な状態。飼い
主は責任ある対応をして
欲しい。 
公民館・肉用牛生産組合
に牛の飼養管理を徹底す
るよう文書で通知しまし
た。 

 
議案第 42 号令和 7 年度竹富町一般会計 補正予算（第 1号） 

シャトルバス運行委託業務 300 万円 
離島ターミナルから八重山病院（スーパー等）を運
行 1 日 2 便。業者と運行バスの停車スペース調整中 

町有貨物船運行補助金 336 万円 
指定管理の財政支援でフォークリフトのリース料 
300 万円等貨物料や運行便数は現在調整中 

入湯税 △5 万 4000 円 
入湯税対象施設の温泉施設閉鎖 

婚活イベント 220 万円 
昨年度成果 6 組。今年度 10 月頃小浜島を想定 
人口減少を食い止めと伝統芸能等の継承者育

成 （ふるさと応援基金使用） 

竹富町農林水産物条件不利性解消事業 
2110 万円 

国が BtoB（企業間取引）のみの支援となりと

なり BtoC・CtoC（個人取引）に町が単独支援。 

特定臨時避難施設に関する 
調査研究業務 4092 万円 

シェルター建設に当り国の委託業者がアドバ

イザーとなり町に基本設計も含め財政支援 

竹富町生ゴミ処理機及び 
処理容器購入補助金 96 万円 

家庭の生ゴミ処理コンポストや機械式処理機
の購入費の一部（3 分の 2）補助 
・家庭用コンポスト  3000 円×20 個 
・機械式処理機    3 万円×30 個 

細崎海人公園整備事業  2030 万 6 千円 
海人公園の東屋と遊具 1 基設置 

定額減税に係る不足額給付金 1223 万 9 千円 
物価高騰対策重点支援地方創生臨時交付金を充当 

沖縄県漁業再生支援事業 81 万円 
新たな取組みの新事業。今年度は藻場の保全
とイカの産卵場の整備と流通体制改善を計画 

環太平洋国際映画祭 in 沖縄・八重山 380 万円 
今年度は波照間島・竹富島を予定日時調整中 

文化財保護費・施設管理等委託料 31 万 9 千円 
新城島に歌碑制作に伴い QR コードを設置し
で越城節やクイヌパナが視聴できる 竹富町総合案内窓口及び町民待合所管理委託業務 2965 万 9 千円 

訪問税拠点施設の観光総合案内所の設置は船を待つ竹富町民や子供達の休憩施設。 
竹富町観光協会に委託 

建造物調査委託 330 万 7 千円 
竹富島の伝統建造物を図面や写真等をデジタ
ルデーター化し地図上整理する事業 訪問税運用支援事業 748 万円 

訪問税の施行準備・制度設計・県警法令整理 
・使途・徴収方法及びシステム整備 

農業用施設整備事業補助金 400 万円 
美田良地区かんがい施設整備の用水路設置。
延長約 200～250ｍ 

 公立学校情報機器整備事業  1286 万円 
ギガスクールタブレット購入。電子黒板購入 
（耐用年数で購入・当初予算 4490 万 5 千円） 黒島複合型福祉施設整備事業委託料 620 万円 

複合型福祉施設実施設計業務費。施設規模の
増に伴う予算増額の計上。 

（当初予算 1732 万 6 千円） 

延床面積 530 ㎡⇒610 ㎡へ変更。 
令和 7 年度実施設計・令和 8 年度建築工事 
補助金・沖縄振興特別推進交付金 
起債計画・過疎対策事業債 

 竹富診療所庁用器具費 344 万 9 千円 
血液検査化学分析装置購入 学校管理費 修繕費 1568 万 4 千円 

黒島小中外壁 342 万 4 千円 
鳩間小中体育館雨漏り修繕 726 万円 

西表小中放送設備修繕工事 592 万 7 千円 他 

竹富町自然環境保護条例改正 
検討調査業務 671 万円 

7 月以降実施。検討委員専門家地元等 5 名程度 

郵便局特定事務郵便局 
取扱業務委託 1001 万 4 千円 

郵便局においてマイナンバーカード関連業務 
申請受付（申請サポート・顔写真撮影サポー
ト）交付業務（本人確認の上、カード交付） 
更新、電子証明書関連手続き等 

 共同調理場費・機械器具費 10000 万円 
西部調理場給食輸送トラックの購入 

令和 7 年度コミュニティ助成事業 200 万円 
竹富地区いんのた会館避難場所としての備品
購入や救護等の備品等購入事業 

やまねこ銅像商標権登録 70 万円 
万博でフランスからやまねこの 
ロゴマークがプレゼントされその 
ロゴマークの商標登録料。 
サステイナブルマークに活用 

アビアランスケア支援助成事業 10 万円 
がん患者治療による外見変化を補完補正具ウ
イッグ・乳房補正具購入費用等。上限 2 万円 

黒島東筋集落内道路調査 
測量設計委託料 990 万円 

東筋集落内 10路線あるうちの 7路線の設計費 離島高校寮生修学支援奨励金 220 万円 
高校生の寮生の寮費の食費分を助成 

（当初予算 660 万円） 

さとうきび安定生産確立 
対策事業負担金 225 万 3 千円 

小浜島・トラクター・ロータリー・中耕ロータ
リー・ピレットプランター導入事業 

竹富島コンドイ園地整備事業 284 万 5 千円 
コンドイ園地令和 7 年度地質調査・基本設計。  
（当初予算 743 万 6 千円） 竹富島まちなみ館照明 LED 化工事 365 万円 

蛍光灯から LED 照明への交換工事 森林総務費・工事請負費 262 万 9 千円 
竹富島キャーギ（イヌマキ）造林 2000 ㎡ 138 万 6 千円 
小浜大岳遊歩道案内板整備事業 124 万 3 千円 

住吉防災拠点施設新築工事 
監理委託業務 1025 万円 

 
竹富町製糖工場施設改修事業  120 万円 
小浜 製糖工場製品詰場の天井ボード劣化に
より異物混入の可能性があり天井張替改修設

計料改修面積 345 ㎡・仮説・内装・電気設備工
事等 

中山間猪防護柵整備事業 607 万 6 千円 

猪防護柵の原材料のみを提供、施工は農家主
体で実施 

波照間地区第 1・2 号ポンプ 

設備修繕工事 272 万円 
揚水機場ポンプ２基修繕（当初予算 920 万円） 

議案第 47 号竹富町空家等対策計画の策定について 
竹富町空家等対策計画を策定することにより国や県における空家等に対する支援補助事業等を利用して空家等の修繕・改修や除去といった利活
用を行うことが可能となる。令和 5 年度空家調査。111 件の対象物件。意向調査回収数 40 件 
【空家等・跡地の利活用促進の取組み】 
・「竹富町空き家等掲示板制度」（空き家バンク）の物件情報の充実。・伝統的住宅の再生・活用に関する相談窓口の充実。・未利用等古民家の 
所有者に再利用の意向等調査し所有者の動向や意識の把握する。 

・空家状況の把握及び空家活用に関する情報提供を促進。・空家所有者に対し、適正な管理や新たな活用に関する情報提供を進める。 
・町の所有者への支援による空家・空地の売買・賃貸を検討（無秩序な売買の防止）・定住・移住希望者に対する住宅確保支援策を検討。 
・空家・空き屋敷については、宿泊施設等の観光資源として活用を促進。 
【例えば】改修費に 1000 万円かかった場合。国 50％補助・町 50%の補助率で町が改修。改修した家屋は町が 10 年間借用する。町の補助分 50％

の 500 万円を 10 年で割って毎月の家賃を算定し町が回収する。家主に対し町が家賃収入の中から借用料を支払う。 
議案第 48 号工事受け契約につい（竹富町救急搬送用場外離着陸場灯火設備 LED 化工事 
工事地域・小浜島ヘリポート・大原ヘリポート・住吉ヘリポート   
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契約方法・指名競争入札  契約金額・８３，２２６，０００円（税込）   契約相手方・有限会社 大三電設 代表取締役・大石 明日香 
議案第４９号工事請負契約について（波照間漁港屋根付き荷さばき施設新築工事） 
契約方法・一般競争入札  契約金額・８５，４７０，０００円（税込）  契約相手方・株式会社 八島建設  代表取締役・田村 一生 
議案第５０号工事請負契約について（大富団地（J 棟）建設工事（建築）（R７）） 
契約方法・指名競争入札  契約金額・３０７，４５０，０００円（税込） 契約相手方・株式会社 肥後工務店 代表取締役・仲吉 直知 
J 棟＝鉄筋コンクリート造・２階建・８戸（各戸・3LK タイプ・床面積約２９０㎡） 

大富団地 32 戸・総事業費 53 億円。沖縄県の振興公共投資ハード交付金を使用・残り 24 戸を順次建設していく。 
議案第 51 号工事請負契約について（西表島世界遺産センター整備工事（設備）） 
契約方法・一般競争入札  契約金額・2,223,908,300 円（税込）  契約相手方・株式会社共和 代表取締役・大底 京子 
議案第 52 号工事請負契約について（西表島世界遺産センター整備工事（展示）） 
契約方法・一般競争入札  契約金額・482,900,000 円（税込）  契約相手方・株式会社 丹青社  代表取締役・小林 統 
施設は 4 つのテーマで展示。テーマ全体の流れストーリーを持った展示を体験してもらう。入ってシンボルのサキシマスオウの木の実際の大き
さを確認。西表島の森の中、西表島の現状の数値化の壁面を共有し、その先の驚き気づくトンネルがありイメージとして西表島の自然環境を象
徴する河川を 1 本想定し河口から上流にある滝の展示になる。実際に造形物と触れながら体験をしていく。実際に目で楽しむような西表島生物
の多様性というものを表現するブースに入って共有。触れながら今学び見て来たことをふまえ反復していくというコースになっている。 
議案第 53 号竹富町過疎地域持続的発展計画の一部変更について 
2，産業振興（9）小浜島ナンダニ松周囲柵設置事業追加（10）農林水産物条件不利性解消事業追加（11）その他小浜港北駐車場整備事業を追加
（9）その他 竹富町道路台帳整備事業を追加 8，教育の振興公立学校情報整備事業追加 
11，再生可能エネルギーの利用の推進（3）その他 竹富島まちなみ館照明 LED 化事業追加 12，その他の地域の持続的発展に関し必要な事項竹
富町全域航空写真データ構築業務 農業施設整備事業（美田良地区）追加 
議案第 54 号竹富辺地総合整備計画の一部変更について 

竹富一周線（第 2 期）道路改良事業  令和 7 年度事業費 21,720,000 円 
議案第 55 号黒島辺地総合整備計画の一部変更について 
  宮里道路改良工事 50,000,000 円（財源変更）   

東筋集落内道路整備事業 9,900,000 円（7 路線の設計） 
  東筋 2 号線・12 号線道路改良工事 22,000,000 円 
議案第 56 号小浜辺地総合整備計画の一部変更について 
  小浜製糖工場詰場天井改修工事 1,200,000 円 
議案第 57 号西表辺地総合整備計画の一部変更について 
 西表地区排水路整備事業 3,500,000 円・消防施設整備事業 7,562,000 円・西表製糖工場改修事業 38,220,000 円・ 
うなり崎公園整備事業 43,329,000 円・仲間川サキシマスオウノキ遊歩道整備事業 58,993,000 円 

議案第 58 号財産の取得について（公立情報機器整備事業（R7 沖縄県域 GIGA スクール第 2 期学習者用端末等）） 
 取得器具・学習者用 GIGA 端末（chromeOS）461 台  ・取得金額 24,421,936 円 
 契約相手） 代表企業・株式会社 OCC   構成企業・株式会社興洋電子    構成企業・株式会社学映システム沖縄営業所 
議案第 59 号竹富町訪問税条例 
竹富町への来訪者によって発生及び増幅している標準以上の行政需要の一部を原因者である来訪者に負担していただき、町民負担を軽減し、 
竹富町が持続可能な観光地として継続的に対応し、将来にわたって安定的に存続していくために実施する施策の実現に向けて、新たな財源を確
保するため条例を制定する必要がある。 
議案第 60 号工事請負契約について（住吉防災拠点施設建築工事（建築）） 
 契約方法・指名競争入札  契約金額・240,130,000 円   契約相手方・八建実業  代表取締役・山城 忠雄 
議案第 61 号工事請負契約について（住吉防災拠点施設建築工事（設備）） 

 契約方法・指名競争入札  契約金額・108,867,660 円   契約相手方・株式会社共和  代表取締役・大底 京子 
同意第 1 号 固定資産評価員の選任について 
   固定資産評価員に税務課長の職にある者を選任    登野盛 恒雄 
 
                   みっちゃん議員の一般質問 

1 多機能型貨物船と牛の輸送について 
農協丸が 7 月撤退後、多機能型貨物船は 11 月運行とあ
りその間牛の輸送は民間貨物船の利用とあるが、農協丸
の 7 月撤退延期を要望したいが 

小濱政策推進課長）農協丸の船検書（車で言えばま車検）が 12 月の 7 日まで。それ
を逆算してこの空白期間が生じた。JA も船員の雇用問題や農協丸を別事業者に譲渡
することで延期は厳しいと考えている。 

民間貨物船は小型化で牛運搬車両や大型バス等喫水で大潮等の問題があり。黒島の競り
では農協丸が 2 回牛を運搬しているが、民間貨物船では 2 回以上の輸送になる、また黒
島では民間貨物船が大潮でよく欠航する。そういう状況でスケジュール的に確保できる
か。黒島は 9 月のセリが問題だが、他の地区の畜産農家は八重山家畜市場の 8 月 9 月
10 月の 3 ヶ月が問題となる。答弁で郡外から借りて対応とあるが貨物船の目途は? 

小濱政策推進課長）懸念事項も沢山あり JA と船会社
と共有ししっかりと対応していきたい。我々としても
不足の事態に備えて当初予算において物流対策費を
計上。他の貨物船を利用し八重山郡に無ければ宮古や
沖縄本島から借りる。検討調査して対応したい。 

宮古や沖縄本島ということだが、例えば船が今日あるいはいつ欠航する
か分からない民間貨物船に対し、ある程度前倒しに欠航する前の段取り
が必要と思うが考えはあるか? 

小濱政策推進課長）その事態については昨年度も石油やプロパンガ
スの輸送の危機があり地元船会社の協力や色々手配して船を借りた
経験もあり JA と船会社とでその期間を乗り越えたいと思う。 

家畜は生き物なので普通の輸送の荷物と違うところがあ

る十分に考慮して早めの対応をお願いしたい。例えば郡外
から船を借りた場合貨物船の船員もついて借りることか 

小濱政策推進課長）昨年度調整した時に運行会社も沖縄本島から宮古・石垣と月に

何回か来る事業者にお願いした時に色々な関係法令も含めて決められた船にしか
その船員は乗れないこともあり船員が付いての借用になる 

多機能型貨物船の係留場所は現在農協丸が係留されてい
る場所だが、これまで農協丸の専用バースがなく民間船
会社の貨物船の空き時間のバースを借りて荷物の積み下
ろし作業をしている状況と聞くがその辺の状況は 

小濱政策推進課長）我々も JA とこれまで調整をしてきている民間事業者は定期船で
時間帯もしっかり決まっている。JA の農協丸は不定期で定期船が優先でやりくりを
しているようだ。ただ JA の方も農林水産物を含めた資材の運搬があり十分協議をし
て運行されていると聞いている。引き続きスムーズに出来るよう調整を続けたい。 

バースの確保で船員さんも色々苦労していると聞いている。多機能型貨物船の専用 
バースが出来るよう交渉していただいて安定的な輸送ができるようにお願いしたい 

2 人糞処理と牛糞堆肥化とサンゴ保護について 
昨年黒島はバキュムカーによる汲取りがされず住民は困った。その後黒島には業者は
来ない情報もあったが先日 6 月中に再開の連絡があった。それでも今後不安はある。
黒島は合併浄化槽で汲取りが必要。バッキムカー１台で 1 回 1.5 件分の汲取りで、毎
年約 40 件の申し込み。バキュームカーで搬入する竹富島浄化センターの小さい処理
施設は出来ないか。 

大嵩町づくり課長）現在黒島に汚泥処理施設のような
設置をする計画はない。今後は多機能型貨物輸送船に
てバキュームカーを運搬し西表島の汚泥処理センター
に運んで処理できるよう取り組み業者と調整を行う 
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当初西表島の汚泥処理センターを作る時に黒島・小浜の汚泥をバキュームカーで集めて多
機能型貨物船で汚泥処理センターに運ぶ計画もあった。しかし１台のバキュームカーで１
回 1 件半の汚泥を積んでその都度西表への輸送では輸送費等で採算が合わない。竹富島は
下水道施設・波照間島は集落排水施設を整備し、他の島は合併浄化槽で新しく合併浄化槽を
導入する場合は補助金がある。今回汲取り業者問題から町は合併浄化層設置補助で終わり
ではなく黒島・小浜においては最終処理施設は必要だと思うが 

大嵩町づくり課長）浄化層汲取りは基本所有者が
負担して汲取りを行うものだが公民館単位でま
とめて業者と調整を行い自己負担で処理してい
る。今後これまで同様に農地還元という方法で進
めているがそのような対応も含めて西表に搬出
する計画で進めたい。 

今黒島に業者が一件入っている。業者の 1 回の汲取りは５千円で庶民的な価格で約
４０件の汲取りに約１ヶ月係り月２０万円では採算が取れ無い心配もある。汲取り

後の農地還元方法で良いのか？その辺も整備し、もし今後業者が来なくなった場合
町が最終的にはバキュームカーで回収する考えは 

大嵩町づくり課長）今後業者がいない場合の想定はして
いないが現在西表島の汚泥再生処理センターにバキュ

ームカーも保持している。今後この貨物輸送船を活用し
運搬を当初の計画通り進めていきたい 

西表島のバキュームカーの容量は 大嵩町づくり課長）普通で言う中型車両を保有 

西表島に多機能型貨物船で輸送出来れば 1 番いいが最終的に輸送費等どうなのかも懸念している。 農地還元もこれから問題になると思う色々
考えて頂きたい。 

牛糞について。黒島は大雨が降って水浸しになっても 30 分もすれば水が引く
隆起珊瑚礁の島。1日牛は約 20kｇの糞をするそうで黒島の 3000頭の牛が 365
日糞をすると年間 2.2 トンの牛糞が出る。そこから栄養塩が海に流れ出しサ
ンゴの育成を阻害しているという研究論文もある。堆肥化施設はその影響を最
小限に抑える役割として化学肥料を使わない経費削減と安心安全な有機農業
になる。現在牛糞については流大と黒島の農家とで堆肥化の実験がされてい
る。売り物レベルの堆肥ではなく堆肥レベルにある程度できれば牧草地に蒔い
て牧草の収量アップにつがる。牛糞に椰子ガラを混ぜると発酵が良く草地の水
分保有率も良くなると実験農家から伺っている。これまで西表島でも実証実験
していることから早急に黒島で施設建設はできないか 

横目農林水産課長）黒島地区では現在畜産農家の協力を得なが
ら琉球大学の指導のもと堆肥作りの実証試験を進めている。 
合わせて採草地の土壌分析も実施し最終的に黒島の土壌特性
に適した堆肥の確率を目指している。堆肥化の取り組みは他の
地区でも進められており各地域においては牛糞や食品残渣ま
た副資材として砂糖キビのバカスと籾殻など原料となる資材
がある。黒島と異なることから黒島で入手可能な敷き材を活用
した黒島型の堆肥作りが重要であると考えている。施設建設に
ついてはこれまでの実証試験の成果を踏まえ引き続き地元の
農家の皆様と協議を重ね進めて行きたい。 

石垣島堆肥センターの様な立派な施設では無く、黒島の農家のやり方に少し手を加えた民間で出来る堆肥作り。岐阜県で飛騨牛１００頭を飼
育している農家が堆肥を作り販売している。おがくず・籾殻を敷いて汚くなったら回収して堆肥ヤードで堆肥作り、囲いと屋根と下のパイプ
から空気を流すコンプレッサーの簡単な施設。今後多機能型貨物船の運行により西表島にライスセンターが出来た折には籾殻やバカスが運搬
され敷料として使い堆肥造に役立つ。琉大の研究結果でリンや窒素が海に堆積している状況は問題で、小さい島だからこそ堆肥化で有機農法
の安心安全の牛のブランドがアピールできる。早急に取り組んでもらいたい。 

３ 干魃対策の既存ダム（貯水槽）の改修利用について 
今年は干魃が予想されるが前
に島のダムの調査をしたがそ
の結果と今後の取組みは 

横目農林水産課長）令和 6 年 10 月に在沖八重山建設コンサルト会社が黒島で過去に使用されていた貯水池の
現地調査を行い施設の貯水整備による新たな用水確保の可能性について提案を受けている。今後は整備に向け
ての可能性調査や基本設計等の検討を進め関係者と意見交換を行い財源確保も含め取り組みを進めて行きたい 

貯水層の中は泥や色々堆積物があると思が
それを除去しただけでは使えないか? 

横目農林水産課長）今回コンサルト会社も現地のコンクリートの状況や周辺調査をしただけで中
の部分に関して調査していない。水を抜かないと確認できないのでそこの辺を含め可能性調査の
中で実施できればと思っている。 

水を抜いて堆積物を取る作業は農家も早くやって欲しいと思う。大掛かりに新しく貯水槽を直してとなると何年も先になる、今現在あるもの
が使えるなら中の堆積物を取ってポンプを入れて水を組み上げ応急に使うことも大事で、貯水槽を農家と一緒に考えたらスムーズに行く 

４ 黒島複合型福祉施設の進捗 
今年基本設計の説明を設け
るとあったが住民意見を取
り入れた施設内容となって

いるか施設の内容は 

新こども未来課長）意見交換会は令和 5 年度に 3 回実施し様々な意見を頂き、施設に必要な機能を整理し令和 6 
年度では住民の皆さんの意見を反映させた基本設計業務を実施。主な機能として保育所福祉機能の充実、防災機
能・台風時の避難、また地域活動やイベント等の活用を見据え調理室の設置・地域の伝統芸能や文化活動の継承

活性化を図るために青年会や婦人会等が利用できる多目的ホールの設置等を反映した基本設計となっている。 

多目的ホールだが意見交換の中で各団体の資
料を納める倉庫的なものもお願いしたが 

新こども未来課長）多目的ホールは 2 階の部分になる予定で保存できる倉庫的なものに関し
ては今年度実施設計の中で地域の皆さんと細かく調整していきたいと思っている 

説明会というか意見交換会の予定は 新こども未来課長）実施設計委託業務の契約が整い次第改めて説明会を実施したいと思っている 

実施設計が決まってからでは結局変更できず
要望も取り入れるのは大変じゃないかと思
う。基本設計の段階に説明会を持って頂けれ
ば住民の要望も入るのではないかなと思うが 

前泊町長）実施設計に入ったら変更できないというところはない。実施設計に入って契約をし
て最初の段階で基本設計を元にした実施設計が上がってきた時にフレキシブルに対応できる
状況の時に説明会を早い段階に行って最終決定できるような形に持っていきたいと考えてい
る。 

実施設計は何時位に出来るか 新こども未来課長）今議会終了後予算が可決したらまず実施設計の入札の準備に進み、業者が決
まったら今年度中に実施設計完成予定 

ソーラーは？多分避難場所になり屋上に平たく置くのでなく屋根的な感じで日
陰になるよう立ち上げての意見があったが（避難した人達の日陰となる） 

新こども未来課長）地域の皆さんと意見交換した際に太陽光
の設置で節電や停電時の備えに必要と言うことを伺っており
屋上の部分に太陽光の設置も今考えている 

住民からシェルター機能の複合施設は出
来ないかという声がある。シェルターにつ
いて国が１０割補助だが建物全体が対象
では無くシエルター部分に限るとある。多

島町の竹富町は石垣市の様に一カ所に避

難できない。庁舎以外のシェルターに関し
て国への要請等は出来ないか 

前泊町長）シェルター機能を含めての黒島複合型福祉施設は今計画していない。今シェルターとし
て大原庁舎は計画をしている。しかしとは言っても島々は一島ではないのでしっかり必要最低限の
シェルターは必要と考えている。今国が公立補助で作り出すがその備蓄品の更新にかかる費用等細
かいところまではっきりしていない。最終的割合も 8 割なのか 9 割なのかというところで私は 10

割を求めていますが、そういう最終決定がはっきりしてないところがある。島々に作るシェルター

については適宜調査をしながら必要規模も含めてそれが整った後にしっかりと国に要請をして行
きたい。 

住民避難を想定している現在一時的に他県への避難に多くの予算を使わず、その分恒久的に町民の安全を守るシェルター建設の国民保護をす
べきと思う。特に黒島は家畜を飼っていて家畜を置いて避難をするのは非常に難しい。是非ともシェルターの計画をお願いしたい。 

５ 老人クラブ等シルバー人材の活用について 
防風林や道路の樹木が繁茂している。そう言う作業をする
集落支援員が欲しいが集落支援員になる人が居ない。老人
クラブは資金が無くて活動が制限されている。島内公園や
多目的広場はすでに管理者が決まっている。町道・県道以
外の保安林・防風林に面した道路等の作業を老人クラブに
依頼しての活動資金支援は出来ないか。 

通事福祉支援課長）老人クラブについては地域の高齢者が集まって健康作り仲間作
り保守活動と言ったものを行っている。担当課としては老人クラブの活性化につい
て一緒に支援していきたいと思っているが県道・町道以外の伐採についての活動資
金の捻出は担当外となっている。課として考えられる支援は島内の移動支援やボラ
ンティア活動には補助金があり活動資金の捻出は行えるものだと認識している。 

ボランティア活動等で支援ができるとあるが前に竹富町
シルバーバンクをお願いした際に石垣と違って島が点在
していることや職種が少ないことで シルバーバンクは

前泊町長）シルバー人材センターの様な仕組みが難しいと以前の答弁にあった様だ
が、私の中では排除はしていない。島を離れても連携できると思っている。ここは
色々この仕組み作りを進めていきたい。シルバーと言ってもまだまだ皆さん元気で

 

 

     



難しいという答弁であった。石垣市内を歩くとシルバー
バンクのお年寄りが街路樹の清掃と色々やっている。公
民館では県道・町道の清掃が年 3～４回程度地域住民で
行っているがそれ以外の道路、特に保安林や防風林のそ
ばの道路の管理が必要と思う。そういった環境整備に森
林環境譲与税を使って環境整備を老人クラブとかお年寄

りにできないか 

町を作っていく上では皆さんの力もお借りをしたいと思っている。これまで石垣島
の業者に発注してやっている仕事をシルバーの皆さんができるのであればやっても
らいそれを資金として色んな活動に活用してもらいたい。私はどうしたらこの仕組
みができるかしっかりと早い段階で仕組づくりをし、また高齢者の皆さんと生産年
齢の人口の皆さんと一緒になって町や島を作って行けたらと考えている。この在り
方については色々調査研究をしたい。そして何かいい案があればあご教示頂ければ

と思う  

今喫緊に保安林・防風林の枝等が道路にはみ出している。牧場側は牧場主が草を刈る時に一緒に刈っているが灯台道等アダンが生茂っている

チェンソーで切ったら作業は簡単だろうと思うがそういう地域環境美化作業があったら声かけして頂き資金造成にしたいと思う。 

６ 住民検診の胃がん検診・大腸がん検診の申し込みについて 
胃がん検診・大腸がん
検診が予約制になっ
て数年経つが高齢者
の受診率は予約にな
ってからどうなのか 

岸上健康づくり課長）年齢階級別の受診率は公の数字が経年で見られるものがないので受診数を持って示したい。65 歳
以上の受診の推移は予約制が始まった令和 5 年からで、統計では令和 3 年度 65 歳以上の受診数は 45 人令和 4 年度 51
人令和 5年 57人で令和 6年度の数値が見つからず令和 7年度検診においては 62名が受診。大腸癌は令和 3年度は 186
人令和 4 年度 195 人令和 5 年度 146 人で令和 7 年度 147 人の受診。胃がん検診は予約性が始まった前後では 20 人ほ
ど増加傾向にあり、大腸がん検診は逆に受診数が 40 人ほど減少している状況。 

笑いティサロンでお年寄りに健康診断の申し込みを聞くと
「何？」って感じの人が多い。お年寄りが電話で健康づくり課に
予約するのもハードルが高いとスタッフの意見。電話でなく診療
所とか民生委員でもいいが島内で予約窓口はできないか 

岸上健康づくり課長）現在診療所スタッフのご行為で高齢者の電話予約の支
援が行われている状況は把握し感謝している。事務負担のない範囲で今後も
高齢者支援をして頂けたらとは思っているが予約先としてしまうと診療業
務の負担になりかねないなと予測され診療所と調整しながら検討したい。 

６０・７０歳位の人達はまだ良いが８０歳以上の人の電話予約は難しいところがあるので島内窓口の検討を。 

７ 大原庁舎と船舶交通について 
先日竹富町女性連合会の大会が波照間島で行われた。乗船について
は昼の便は乗船しないよう船会社から指示があり夕方からの大会

開催となった。また黒島において西表島日帰りの大会や催しがあっ
ても石垣に渡ってもちょうど良い船便がなく参加できない。西表島
においては石垣港で満席となり乗船できず家に帰れないケースも
あるという。今後大原庁舎や訪問税導入での島間交通の考えは 

小濱政策推進課長）島間交通については重要な課題として認識している。
以前から大原庁舎を作る段階の時からも島間交通に関しても色々話が出

ていた。先程の汚泥処理の件でも島間交通は重要な役割と思っている。今
回島間交通にかかる問題は船員不足で船会社も対応できない。どういった
形で島を寄っていくか色々と船会社と協議を進め引き続き進めていき利
便性の高い公共交通を目指したい 

最近船員で若い子が入っている感じで増えているのかと感じる。こ
れから訪問税が施行された場合、現在石垣を起点としての海上交通
では島を巡りたい観光客に負担がかかる。島間交通があるなら 1 回
訪問税を払って竹富町に入ったら竹富町の島々島を移動する時には
島の港でチケットを購入して隣の島に行ける。町内から出ないこと
で竹富町内の宿泊が増えると思う。また町内の催しに町民が参加し
やすくなる。船会社も乗船客の少ない黒島へは竹富島経由し朝は黒
島から石垣直行とこまめに計画し企業努力されていると思う。島間
交通は観光客に負担をかけないことや町民が島々の移動に関しても
重要。例えば船員不足等がクリアされた場合、町からから船会社に対
し竹富町の観光の船舶を担っているところもあり、訪問税導入の機
会で島間交通が出来ないか等の要求や要望の交渉はできないか 

前泊町長）この島間交通については民間の事業者の様々な経営手法によ
って色々商品化されるものだと認識をしいる。1 つ案としての訪問税を
活用しての島間交通を要請要望出来ないかというところだが、いろんな
話の中でそういうところも 1 つある。２島巡りとか 3 島巡りとかも既存
の商品もあるが今後いろんな情勢を見て船員が確保できた場合こうい
う風な島内周遊コースも作ったらというような話はできると思う。そう
いった意味においては民間の船会社さんにも頑張って頂いて、そしても
う 1つ可能性があるとすればこの訪問税を頂いた財源をしっかりと活用
しながら民間船会社とは別な何かルートができないか等様々な施策展
開は可能かと思う。そういう意味においてこの訪問税の使途事業につい
てはあらゆるところが想定されるのでしっかりと様々な案を出して行
きながら観光もそして町民の利便性も確保できればと考えている。 

私も訪問税で竹富町が船会社に島間交通をお願いした場合に訪問税から多少補助するような申し入れをしてはどうかと思っていた。そういう
風な形で島間交通にして頂きたい。 

大原庁舎の規模。例えば地下シェルタ
ー執務室の大きさや地上一階の執務
室や交流ホール 

小濱政策推進課長）大原庁の規模は庁舎機能として地上 1 階・地下 1 階も含め執務室 700 平米予定。
特定臨時避難施設いわゆるシェルターが 1375 平米。これまでホールと呼んでたが集会スペースは 700
平米とになっている 

昨年 3 月は地下駐車場シェルター・地上 2 階という計画
だったが、今年 3 月では地下シェルターと地上 1 階に変更
になった。例えばこれまでは地下シェルターが駐車場であ
ったが今回はシェルター自体が部屋という形での地上 1
階の変更になったのか 

前泊町長）当初説明した地下駐車場シェルターというところでは国のシェルターに
対しての定義付けがされてなかった。定義がある程度決まった中で地下駐車場にす
ると台数の制限が出てきて体圧台風等の制限が出てくる。そうではなくしっかりと
平時からも使えるよう変更をしたところです。国のシェルターに対しての定義が固
まったというところでの変更 

今回地下シェルターを常時県や団体の執務室として使い、緊急時は本当にそこに避難できるのか？執務は机もあり資料も溜まる。地下避難場
所となるシェルターなら執務室や収納スペース等で区切るよりは、フラットにして年数回しか使わない稼働式の議場であったなら避難時はす
ぐに避難スペースが確保できる。地下シェルターこそ議場で地上 1・2 階に執務室・２階屋上は避難場所が良い。今後島間交通も始まれば議員
も集まりやすい。長い目で見て大原庁舎には議場を置くべきだ。 
近年 DX 化で便利になっているが、最終的には人間同士の繋がりは実際に会ったり見たりすることがこれから 1 番大事と思う。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

地下 1 階平面図 
（シェルター） 

地上 1 階平面図 地上 1 階屋上平面図 

大原庁舎平図面  令和 7 年 3月時点（竹富町ホームページより） 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

フランス館 

 

 

ブルーオーシャンドーム 
対馬ウイークで町長 6/22 
 

フランス館 4階で
竹富町セミナー
及び商談・6/21 

白浜コイナ 

イコノマ・黒島の塩のブース 

万博に行ってきました！！  

 

商談頑張っ
ていました 


